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第 4 章 

将 来 像 
4．1 施策体系 

4．2 水需要の推計 

4．3 実現方策 

4．4 財政収支の見通し 

  企業団全体で意識して取り組んでいきます。 
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基本理念 

安全 

  

強靭 

持続 

連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

4.1 施策体系 

  現状と課題を踏まえた「基本理念」、「基本目標」から、目標を達成するための「実現方策」 
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0 
を整理して以下に示します。 

 

 

  

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）水源の保全 

  〔施策：良好な水源の保全〕 

2）水質監視の強化 

  〔施策：安全で良質な水の供給〕 
3）災害への備え 

  〔施策：災害対策・危機管理体制の強化〕 

1）老朽施設の更新 

  
〔施策：計画的な施設・管路の更新〕 

2）施設の最適化 

  
〔施策：施設配置の再構築〕 

3）経営基盤の強化・経営の効率化 

  〔施策：料金制度の最適化・システム構築〕 

4）施設の保全 

  〔施策：施設・管路の維持管理〕 
5）小規模水道・未普及地域等への取り組み 

  〔施策：多様な手法による水供給〕 
6）省エネルギーへの取り組み 

  〔施策：環境対策の推進〕 

1）広報活動・見える化の充実 

  
〔施策：情報提供の充実〕 

2）お客様ニーズへの対応 

  
〔施策：使用開始受付・支払方法の充実〕 

3）官民連携に向けた検討 

  〔施策：官民連携による効率化〕 
4）組織強化・人材育成 

  〔施策：適正な定員管理・職員教育の充実〕 

5）新たな広域化の検討 

  〔施策：周辺事業体との連携〕 

1）施設の耐震化 

  
〔施策：施設・管路の耐震化〕 

2）水供給の多系統化 

  〔施策：バックアップ体制の強化〕 

SDGs 

 

 

 

の視点 
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4.2 水需要の推計 

4.2.1 推計期間 
各構成市町別の行政区域内人口、給水区域内人口、給水人口、給水戸数、有収水量、

一日平均給水量及び一日最大給水量等の推計を行い、最後に推計値をまとめ、当企業団

の推計値とします。 

 

【推計期間】 

・当初計画  ：平成 29年度（2017年度）～令和 10年度（2028年度）【12か年】 

・当初計画概略：平成 29年度（2017年度）～令和 50年度（2068年度）【52か年】 

・見直し計画  

第 1回  ：令和 5 年度（2023年度）～令和 10年度（2028年度）【 6か年】 

第 2回  ：令和 8 年度（2026年度）～令和 10年度（2028年度）【 3か年】 

 

4.2.2 人口予測 
1) 人口推計条件 

第 2回見直し計画では、令和 6年度までの実績を基に推計を行いました。 

 

4.2.3 給水量予測 

1) 給水量推計条件 

第 2回見直し計画では、令和 6年度までの実績を基に推計を行いました。 

 

2) 水需要推計結果 

第 1 回見直し計画の給水人口は、令和 10 年度の推計値を 280,349 人としていました

が、実績値が下方に推移しており、第 2回見直し計画では 277,820人とし、第 1回見直

し計画と比較して 2,529人(0.90％)減少するものと推計しました。 

有収水量は、第 1 回見直し計画では令和 10 年度の推計値を 25,864 千 m3/年としてい

ましたが、実績値が下方に推移しており、第 2回見直し計画では 25,317千 m3/年とし、

第 1回見直し計画と比較して 547千 m3/年(2.11％)減少するものと推計しました。 

  

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

※当初計画(平成 30 年 9 月策定、平成 28 年度までの実績値を使用) 

見直し計画 

第 1 回(令和 5年 2 月改定、令和 3 年度までの実績値を使用) 

第 2 回(令和 8年 2 月改定、令和 6 年度までの実績値を使用) 
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第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

図 4.1 第 4次総合計画期間における給水人口比較(H29～R10) 

 

 

 

図 4.2 第 4次総合計画期間における年間有収水量比較(H29～R10) 
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第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

図 4.3 人口の推計 当初計画策定時(H29～R50) 

 

 

 

 

図 4.4 水量の推計 当初計画策定時(H29～R50) 
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4.3 実現方策 

 

4.3.1 安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 

実現方策 1) 水源の保全  3 億 4,800 万円 

  施策  →  良好な水源の保全 

(1) 蟹沢水源、三島水源の存続  

当企業団の水源は、企業団発足時から今日に至るまで 24 か所の水源を統廃合し、現

在では馬淵川、新井田川、蟹沢（湧水）、三島（浅井戸）の 4 水源から取水し、運用を

行っています。  

蟹沢水源及び三島水源は、恒久水源として使用する場合には、ろ過施設や硬度低減化

施設の導入が不可欠となりますが、現状は水質基準内で推移しており、予備水源として

活用することは可能と判断します。  

危機管理面でみると、白山浄水場の耐震補強の完了までは、地震リスクが高いため、

蟹沢水源及び三島水源の存続が不可欠です。さらに、白山浄水場の一極集中とする場合

はリスクが高いため、蟹沢水源及び三島水源は重要な水源と考えます。  

これらの状況を考慮すると、蟹沢水源及び三島水源は危機管理上、予備水源として必

要な水源であり存続させる方針とします。ただし、恒久水源とする場合には、施設整備

が望ましいため、今後の水質変動に注視し、浄水施設の整備時期等を判断する必要があ

ります。 

 

 

蟹沢水源涵養林 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

4.3.1安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 
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図 4.5 蟹沢・三島浄水場存廃のリスクイメージ 

 

 

(2) 水源水質の保全 

水道事業において良好な水源の確保は、最も基本的な施策です。 

上流域のダム管理者と連携し、ダム湖内での藻類の増殖抑制を図ります。また、将

来の水需要にも適切に対応できるように取り組んでいきます。 

   ・ダム管理者と連携し、ダム湖内の水質保全に努めます 

   ・水源の安全確保のため、保全対策に取り組みます 

 

 

 

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

世増ダム管理費用負担金 326 495  △169 

その他 22 9  13 

計 348 504  △156 

  

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.1 水源水質の保全に係る事業項目 

 

（単位：百万円） 
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4.3.1 安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 

 

 

実現方策 2) 水質監視の強化    4 億 7,000 万円 

 施策  →  安全で良質な水の供給 

表流水における突発的な水質汚染事故や水質変動に対応できるよう、上流域に設置し

ている水質監視装置を軸に流域事業体との連携を強化し、水源監視体制を維持します。  

水質検査機器を計画的に更新し、水質基準項目に加え、水道水質管理上留意すべき項

目を正確かつ高い精度で測定します。 

貯水槽水道に対しては、安全な水の供給を図るため、引き続き、管理状況の調査と指

導を行い、設置者に対し、適切な維持管理を促していきます。また、貯水槽式から直結

式給水の普及促進と、災害時の避難所となる施設では、直結式給水と貯水槽式給水の併

用の促進に努めていきます。 

   ・水源水質変動の迅速な把握に努め、安全な水道水の供給に努めます 

   ・水質検査機器を計画的に更新し、適正な水質検査を実施します 

   ・貯水槽水道に対する適切な指導を行い、飲料水の安全確保に努めます 

 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

水質検査機器の計画的な更新 244 269  △25 

水質測定機器・設備の更新(馬淵川系・新井田川系) 138 142  △4 

貯水槽水道の適正管理 0 0 0 

その他 88 72 16 

計 470 483  △13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.2 水質監視の強化に係る事業項目 

 
（単位：百万円） 

4.3.1安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 
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4.3.1 安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 

 

 

実現方策 3) 災害への備え   4,500 万円 

  施策  →  災害対策・危機管理体制の強化 

被災からより迅速な復旧を果たせるよう、非常用備蓄水を確保し、災害用資機材の適

正な管理により、災害時の初動体制の強化を図ります。  

また、危機管理のための災害対策マニュアル、BCP の見直しを図ると共に、早期復旧

のための訓練を実施します。 

・応急復旧の迅速化を進め、被災時の早期回復に努めます 

・災害の被害予測により必要な対策を検討し、危機管理体制の強化を図ります 

 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

ボトルドウォーター(非常用備蓄水)の製造 41 41  0 

その他 4 5  △1 

計 45 46 △1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.3 災害への備えに係る事業項目 

 

 

飲料水の備蓄 

資材備蓄センター 

奥入瀬浄水場跡地を活用して、災害時に備

えて備蓄センターを建設しました。 

資材や飲料水などの備蓄を行なっており、

災害に強い水道事業を目指しています。 

資材の備蓄 給水タンクの保有 

（単位：百万円） 

4.3.1安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 
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4.3.1 安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 

～実施スケジュール～ 

 

表 4.4 「安全」に係る実施スケジュール 

 

 

 

 

上段　　第1回見直し計画

事業数　18　→　19　(追加　1、中止　0) 下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

504

348

6

6

495

326

3

16

483

470

0

0

9

13

0

0

0

0

19

19

9

8

11

11

―

11

24

26

142

138

269

244

0

0

0

0

・高規格の水質管理体制の構築

・水源監視の連携（白山系）

・水源管理及び応急対応の連携（白山系）

・蟹沢水源の原水水質監視強化

・水質データ監視システムの改修

・水質自動観測所の定期的な建屋補修

・金属前処理室の改修（追加）

・河川水質監視装置の更新

・水質測定機器設備の更新（馬淵川系・新井田川系）

・水質検査機器の計画的な更新

・貯水槽水道の適正管理

・直結式給水の普及促進及び直結給水と貯水槽併用

第４次総合計画
【安全】

事業名称

水源の保全

・水利権更新（馬淵川・新井田川）

・世増ダム管理費用負担金

・水源保全活動の推進

水質監視の強化

・水安全計画に基づく水供給

事業費
(百万円)

馬淵川

新井田川馬淵川

新井田川

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

 4.3.1安全 「安全でおいしい水道水の供給と災害に対する体制強化」 

～実施スケジュール～ 
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上段　　第1回見直し計画

下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

46

45

41

41

0

0

5

4

1,033

863

【安全】
事業名称

事業費
(百万円)

第４次総合計画

災害への備え

・ボトルドウォーター（非常用備蓄水）の製造

・災害マニュアル及びBCPの整備拡充・訓練の実施

・災害用資機材・備品等の適正管理

計

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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4.3.2 強靭 「地震等に強い施設整備」 

 

 

実現方策 1) 施設の耐震化   43 億 900 万円 

施策 → 施設・管路の耐震化 

主要施設の耐震化基準でレベル 2 地震動未対応施設が残存してい

るなど、災害時における安定供給体制が十分とは言えない現状にある

ため、施設耐震化計画を策定し、耐震補強・更新の計画的な実施を進めていきます。  

各施設の耐震化は、機能停止の影響度により、耐震化する施設、耐震化しない施設に

分類し、優先順位を付けて、必要性の高いものを優先的に実施し、50年先には必要な施

設の全てを耐震化する計画とします。  

管路は、「管路耐震化計画」（平成 27 年度）と、重要度、影響度、老朽度等の優先度

評価に基づく更新優先順位に沿って事業を進めていきます。また、令和 7年 1月に策定

した「上下水道耐震化計画」に基づき、避難所等の重要施設に接続する管路の耐震化を

進めます。 

管路のルート及び口径については、施工性や、コストの比較に基づき最適案を採用し

ます。 

   ・施設の耐震化を進め、安定した水道水の供給に努めます 

・管路の耐震化を進め、震災時においても確実な給水を確保します 

 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

耐震性送水管整備(白山～蟹沢) 325 978 △653 

重要路線の耐震化 1,668 1,443  225 

重要給水施設管路の耐震化 1,653 891 762 

耐震性配水池整備 663 665 △2 

計 4,309 3,977  332 

 

 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.5 施設の耐震化に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.2強靭 「地震等に強い施設整備」 
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第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

耐震管の PR(GX 形φ150 ㎜)  

 

 

 

 

 図 4.6 白山～蟹沢の耐震性送水管整備概要図 
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4.3.2 強靭 「地震等に強い施設整備」 

 

 

実現方策 2) 水供給の多系統化  1,300 万円  

施策 → バックアップ体制の強化 

小規模な配水池は、ほとんどがレベル 2地震動未対応施設であり、

大規模な災害時等における安定供給体制が十分に図られていないため、 

被災した場合でも給水が持続できるよう、バックアップ体制の強化を図ります。 

・配水池が損傷しても、断水することなく給水できるよう努めます 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

配水ブロック機能の強化 13 13 0 

計 13 13  0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近代水道 100 選に選ばれたφ1,000mmの耐震配水管路（馬淵川西水管橋） 

  

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.6 水供給の多系統化に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.2強靭 「地震等に強い施設整備」 
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4.3.2 強靭 「地震等に強い施設整備」 

 

表 4.7 「強靭」に係る実施スケジュール 

  

上段　　第1回見直し計画

事業数　 6　→　 6　(追加　0、中止　0) 下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

3,977

4,309

978

325

665

663

1,443

1,668

891

1,653

0

0

13

13

13

13

3,990

4,322

・耐震性送水管の整備

・耐震性配水池の整備

・重要路線の耐震化

・重要給水施設管路の耐震化

・耐震化計画の更新

水供給の多系統化

施設の耐震化

第４次総合計画
【強靭】

事業名称

・配水ブロック機能の強化

計

事業費
(百万円)

南郷1号配水塔

馬淵配水塔送水管 奥入瀬配水池～向山配水塔送水管

新たての台配水塔

白山配水池～蟹沢配水池送水管

南郷1号配水塔新たての台配水塔

馬淵配水塔送水管 奥入瀬配水池～向山配水塔送水管

測量設計

白山配水池～蟹沢配水池送水管測量設計

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

 
～実施スケジュール～ 

4.3.2強靭 「地震等に強い施設整備」 
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4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 

 

実現方策 1) 老朽施設の更新  286 億 900 万円 

施策 → 計画的な施設・管路の更新 

これまで整備された施設や管路の多くが耐用年数を迎え、更新需

要が増大する見込みであるため、これらの更新計画を適切に策定し

ていきます。  

このような中で、施設・設備の更新については施設機能診断等を踏まえた優先度評価

を行い、その結果に基づいて計画的、かつ効率的に更新していきます。また、老朽管路

の更新においても重要度・影響度、老朽度等の優先度により策定された更新優先順位に

沿い、「管路耐震化計画」（平成 27 年度）及び「上下水道耐震化計画」（令和 7 年 1 月）

に基づく事業とのバランスを考慮しながら事業を進めていきます。合わせて、構成市町

の総合計画との整合を図りながら、将来の水需要に見合った管路のルート、施工性、コ

スト比較に基づき、最適口径による更新に努めていきます。  

さらには、設備台帳システムを活用し、定期的にアセットマネジメントを行い、自己

評価結果を踏まえた継続的な改善を図っていきます。改善方策の実践により、アセット

マネジメントの水準を向上させ、事業経営の見通しを明らかにしていきます。 

   ・施設・設備及び管路を計画的に更新し、健全性の向上に努めます 

   ・アセットマネジメントのレベルを向上し、効率的な施設の更新を進めます 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

【計画的な施設・設備の更新】    

浄水施設の更新・改良 1,397 2,458 △1,061 

取水・導水施設の更新・改良 3,331 3,313 18 

配水施設の更新・改良 3,789 3,810 △21 

   その他 792 586 206 

小    計 9,309 10,167 △858 

  【計画的な管路の更新】    

  老朽管の更新 19,300 19,963 △663 

小    計 19,300 19,963 △663 

 計 28,609 30,130  △1,521 

 

  

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.8 老朽施設の更新に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 
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表 4.9 第 1回見直しによる企業団機器の更新及び点検整備基準年数 

 機器名称 仕様等 企業団基準 

計測設備(更新) 

流量計 清水用 30 年→40 年 

流量計 原水、汚泥用 25 年→30 年 

流量計変換器  15 年→20 年 

水位計  15 年→20 年 

薬品注入設備(更新) 
次亜注入設備 

注入ポンプ 10 年→15 年 

タンク・配管 20 年→30 年 

消石灰注入ポンプ  15 年→20 年 

測定設備(更新) 
濁度計、残留塩素計 

ほか 

 
15 年→20 年 

ポンプ設備(更新) 

汚泥ポンプ 汚泥用 25 年→30 年 

吐出電動弁 ポンプ用 25 年→30 年 

逆止弁  25 年→30 年 

浄水場設備(更新) 

(浄水場特有) 

急速撹拌機 駆動機 30 年→20 年 

ろ過池電動弁 駆動部 25 年→30 年 

ろ材  20 年→25 年 

自家発電設備(点検) 非常用 
ディーゼル等 10 年→15 年 

ガスタービン 5 年(追加) 

ポンプ設備(点検) 送水ポンプ  8 年→10 年 

「機器の耐用年数と更新及び点検周期」(令和 3 年度)を一部加工 

  

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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     表 4.10 第 1 回見直しによる企業団管路の更新基準年数 

管種 
法定 

耐用年数 
継手等区分 

企業団基準 

ポリエチレンスリーブ 

無 有 

鋳鉄管 

40 年 

― 40 年 ― 

ダクタイル鋳鉄管 

耐震継手 
60 年 80 年 

(GX 形以外) 

GX 形 100 年 120 年 

上記以外、不明 60 年 80 年 

鋼管 
ねじ込み 40 年 ― 

溶接 40 年 ― 

ステンレス管 溶接 40 年→80 年 ― 

硬質塩化ビニル管 
TS 形 40 年 ― 

RR 形 40→50 年 ― 

ポリエチレン管 
一層管 40 年 ― 

二層管 40 年→50 年 ― 

「管路耐震化計画」(平成 27 年度)を一部加工 

    図 4.7 アセットマネジメントの取り組み概要 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 



56 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 

実現方策 2) 施設の最適化  48 億 700 万円 

施策 → 施設配置の再構築 

小規模配水池が点在する地域があり、施設の老朽度を把握した上で

配水池の統廃合について検討し、全体としての水需要に適切に対応で

きる配水池の再編を行い、施設の適正配置による維持管理性を向上させます。  

浄水施設の再構築については、蟹沢・三島浄水場を将来廃止した場合の事業の持続性

の確保、今後も続くと考えられる水需要の減少に対応したダウンサイジング、白山浄水

場一極集中のリスクを踏まえた整備が必要となるため、中長期の水需要予測に基づき適

正な施設規模の検討を随時行い、健全な供給基盤を確保します。 

   ・配水池の統廃合により、災害時、緊急時においても安定的な給水を確保します 

   ・安全性・効率化を確保した施設の再構築や浄水処理の高度化を目指します 

 

 

 

図 4.8 将来施設規模の考え方 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

配水池の更新・整備 4,182 4,112 70 

浄水施設の整備 120 125 △5 

その他 505 591 △86 

 計 4,807 4,828  △21 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.11 施設の最適化に係る事業項目 

 

 

 

施設規模・配置の見直し 

現在 将来 

（単位：百万円） 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 



57 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 

実現方策 3) 経営基盤の強化・経営の効率化  13 億 5,400 万円 

施策 → 料金制度の最適化・システム構築 

水道事業は、独立採算制を基本とし、主に料金収入で経営するため、水需要の低下や

大口需要者の地下水専用水道への転換が増加しても現行の料金制度・水準のままにする

と、収入の減少により施設の更新や維持管理に影響が生じます。従って今後は、水需要

の減少が見込まれている現状にあって、更新需要とお客様のニーズに適した料金制度の

最適化や収入の確保を図ります。さらに、経営効率化のためにシステムの充実を図りま

す。 

具体的には、現行の料金制度の検証、地下水利用者への費用負担等の検討を行います。

また、経営効率化策として、現在の料金オンラインシステムを更新するほか、財務会計

システムの再構築、専門家による会計実務支援、電子入札システムの導入、遊休資産の

有効活用や処分、事業評価用ツールの開発等を進めていきます。 

   ・更新需要等に合わせた適正な料金水準を検討し、制度の最適化を図ります 

   ・様々なシステム整備により経営の効率化を進めます 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

庁内 LAN 等に属する機器の更新 479 451 28 

料金オンラインシステムの更新 375 250 125 

遊休資産の有効活用 337 1,109 △772 

その他 163 99 64 

 計 1,354 1,909  △555 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.12 経営基盤の強化・経営の効率化に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 
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4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 

実現方策 4) 施設の保全  18 億 200 万円 

施策 → 施設・管路の維持管理 

有収率の向上のためには、管路の漏水を低減することが重要である

ことから、引き続き配水量分析結果に基づいた漏水調査を実施するこ

とに加えて、新しいデジタル技術の活用を検討し、漏水の早期発見及び早期修繕に努め、

有収率の向上を目指すとともに、漏水事故の防止やそれらによる二次災害の予防を図っ

ていきます。 

施設・設備については、設備台帳システムにより、点検情報や故障情報データ等を蓄

積して設備の健全度を把握し、設備の故障発生リスクの低減、計装類の精度維持に努め

ていきます。 

  ・効果的な漏水防止対策の実施により、管路の健全化の維持と事故防止に努めます 

  ・適正な施設・設備点検の実施により、安定給水の確保を図ります 

 

 

  

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

配水池他防水塗装等整備事業 703 586 117 

橋梁添架管の内面更生 883 726 157 

漏水調査の継続実施 114 139 △25 

その他 102 93 9 

 計 1,802 1,544  258 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.13 施設の保全に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 
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4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 

実現方策 5) 小規模水道・未普及地域等への取り組み 

施策 → 多様な手法による水供給 

当企業団では、給水区域内に点在する簡易水道等の小規模水道の事業者や管理者と協

議し、施設の維持管理や水質を適正に管理するように助言などを行っていきます。  

また、引き続き給水区域内の未普及地域の調査を行い、上水道への統合の可能性を検

討するとともに、管路によらない様々な給水方法（給水タンク車での配水池への補給、

小型浄水装置の設置などの分散型システム）についても併せて検討を進めていきます。 

  ・小規模水道に対する適切な助言などを行い、安全な飲料水の供給を促します 

  ・未普及地域への給水の可能性について検討します 

 

 

 

 

 

 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

未普及地域の調査・給水可能性の検討 0 0 0 

 計 0 0  0 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.14 小規模水道・未普及地域等への取り組みに係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 
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4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 

実現方策 6) 省エネルギーへの取り組み  3 億 900 万円 

施策 → 環境対策の推進 

 水道水を供給するためには、ポンプ等の動力を使用せざるをえないこ

とから、これらの更新時において、積極的に省エネ機器の導入を継続し

ていきます。現在も、高効率のモータを導入するなど、省エネルギー対策を実施して

います。  

今後も、更にインバータ機器の導入、浄水発生土の 100％有効利用の継続を図り、

環境への負荷を増やさないよう努めていきます。 

 ・環境保全、コスト縮減に取り組むため、省エネ機器の導入、リサイクル率の維持向上を 

  目指します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種差海岸 「ウミネコ飛翔（ひゃっこい）」 水飲み場 

 

  

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

浄水発生土の有効利用 309 319 △10 

更なる省エネルギーの推進 0 0 0 

 計 309 319  △10 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.15 省エネルギーへの取り組みに係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 
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4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

～実施スケジュール～ 
 

 

 

上段　　第1回見直し計画

事業数　34　→　34　(追加　0、中止　0) 下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

30,130

28,609

0

0

208

209

3,313

3,331

3,169

3,208

2,458

1,397

847

0

587

587

3,810

3,789

1,489

1,482

378

583

19,963

19,300

4,828

4,807

414

325

4,112

4,182

0

0

37

33

17

23

125

120

22

23

101

101

第４次総合計画
【持続】

事業名称
事業費

(百万円)

・送水管の整備

・配水池の更新・整備

・施設整備計画の定期的な見直し

・配水幹線の二重化（白山低区）

・施設統廃合計画の策定

老朽施設の更新

・浄水施設の統配合

・配水池容量の最適化

・アセットマネジメントの継続

・設備台帳システムの検討及び導入

・取水・導水施設の更新・改良

うち馬淵川系導水管更新

・浄水施設の更新・改良

うち白山浄水場管理棟・水質管理棟更新

うち白山浄水場中央監視設備更新工事

・配水施設及び機器の更新・改良

うち白山浄水場配水本管及び流量計室更新工事

・本庁舎設備の更新（建築・機械・電気）

・旧庁舎の解体・撤去（内丸）

・老朽管の更新

施設の最適化

新目時 新奥入瀬

南郷・新目時

南郷

検討 導入

検討 導入

南郷・新目時

新ひばり野

新目時 新ひばり野 新奥入瀬

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.16 「持続」に係る実施スケジュール

 

 

 

 

 
4.3.3 持続 「計画的な施設更新と安定した水道水の供給持続」 

 
～実施スケジュール～ 
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上段　　第1回見直し計画

下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

1,909

1,354

0

0

0

0

60

126

5

5

34

32

0

0

451

479

1,109

337

250

375

1,544

1,802

586

703

17

19

76

83

139

114

726

883

0

0

0

0

0

0

319

309

319

309

0

0

0

0

38,730

36,881

【持続】
事業名称

事業費
(百万円)

第４次総合計画

・浄水発生土の有効利用

・更なる省エネルギーの推進

経営基盤の強化・経営の効率化

計

・現行料金制度の検証

・地下水使用者への費用負担等の検討

・橋梁添架管の内面更生

・料金オンラインシステムの更新

小規模水道・未普及地域等への取り組み

・未普及地域の調査・給水可能性の検討

・不採算路線の調査・設定・更新

省エネルギーへの取り組み

・財務会計システムの再構築

・会計実務支援

・電子入札導入

・事業評価用ツールの開発、活用

・庁内LAN等に属する機器の更新

・遊休資産の有効活用

施設の保全

・配水池等防水塗装整備

・配水池清掃

・新たな再生可能エネルギーの導入の検討

・設備点検委託の継続実施

・漏水調査の継続実施

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 

 

実現方策 1) 広報活動・見える化の充実  2 億 8,900 万円 

施策 → 情報提供の充実 

質の高い水道サービスを提供するためには、水道水の安全性や災害時

における復旧状況を含め、お客様が必要となる情報を的確に把握し、ホ

ームページや SNS などの様々な情報発信手段を通して水道サービスの見える化を進め、

お客様との双方向コミュニケーションを充実させていきます。 

  ・事業の PR とお客様へのサービス向上のため、情報提供の充実を図ります 

  ・お客様の目線に立った広報紙、ホームページの充実、各種イベントの実施に努めます 

 

 

  

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

広報紙「おらほの水」の定期発行 216 244 △28 

水道週間行事など各種イベントの実施 25 26 △1 

水道ビジョンの作成・公表 36 27 9 

その他 12 14 △2 

 計 289 311  △22 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.17 広報活動・見える化の充実に係る事業項目 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 
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第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 

 

実現方策 2) お客様ニーズへの対応    1,800 万円 

施策 → 使用開始受付・支払方法の充実 

水道料金の支払い方法については、窓口支払、口座振替、コンビニ収納を実施してい

ますが、さらにお客様へのサービス向上のため、クレジットカード支払などについて検

討していきます。また、水道の使用開始・精算等のインターネット受付に加えて、Web

上で口座振替の申し込みができるサービスを導入し、お客様の利便性向上に努めます。 

  ・お客様の評価・要望を把握するため、アンケート調査を継続して実施していきます 

  ・お客様へのサービス向上のため、水道料金の支払い方法を検討します 

 ・お客様の利便性向上のため、インターネット受付を継続して実施していきます 

 

 

  

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

クレジットカード払いの検討 5 0 5 

インターネット受付の実施 13 3 10 

 計 18 3  15 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.18 お客様ニーズへの対応に係る事業項目 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 
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4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 

 

実現方策 3) 官民連携に向けた検討   8,300 万円 

施策 → 官民連携による効率化 

当企業団では、これまで検針収納業務、小規模施設の点検業務、漏水調査業務など個

別委託の形態を中心に委託化を進めてきましたが、包括的委託、浄水場 DB 方式など効

率的な運営形態を目指し、多様な委託方式の導入の可能性を新たに検討していきます。 

また、検針業務の効率化を目指し、スマートメーターの実証試験を行い、導入に向け

ての検討を進めます。 

民間事業者の創意工夫やノウハウの活用により、水道サービスレベルの維持・向上と

ともに、より一層の業務の効率化を目指します。 

  ・多様な委託方式の導入可能性を検討し事業の効率化に努めます 

 

 

 

 

出典)官民連携推進協議会資料(厚生労働省) 

図 4.9 民間活用の導入形態 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

多様な手法による官民(官)連携の検討・実施 0 0 0 

指定給水装置工事事業者の技術力向上 0 0 0 

スマートメーター導入に向けての調査・研究 83 79 4 

 計 83 79  4 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.19 官民連携に向けた検討に係る事業項目 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 
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4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 

 

実現方策 4) 組織強化・人材育成  300 万円 

施策 → 適正な定員管理・職員教育の充実 

業務の可視化により業務量を再分配し、業務内容等の事業規模に適応した効率的な組

織体制を構築していきます。また、法改正等に係る新たな任用制度に対応する制度を整

備するとともに、継続的な採用により、事業規模に応じた適正な定員管理に努めていき

ます。 

水道事業を取り巻く環境の変化に柔軟に対応するため、必要な知識や技術を習得する

ための階層別の研修体制を構築し、これまで長年の間に蓄積された技術のデーターベー

ス化について検討を進めていきます。これらにより、確実な技術の継承と事務の標準化

を図って行きます。 

また、情報の迅速な取得と共有を目的としてグループウェアを活用し、業務効率の向

上を進めます。 

  ・組織の再編成と適正な定員管理により、組織体制の強化を図ります 

  ・研修、情報共有体制の充実を図り、人材育成と業務の効率化に努めます 

 

 

 

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

技術職員の確保と育成 0 0 0 

人材の育成 3 0 3 

 計 3 0  3 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

表 4.20 組織強化・人材育成に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 
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4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 

 

実現方策 5) 新たな広域化の検討 

施策 → 周辺事業体との連携 

当企業団では、これまで北奥羽地区水道事業協議会の活動や周辺水道事業体等との各

種協定等を通じ、信頼関係の構築、災害時における迅速な対応体制等が整備されてきま

した。しかしながら、水道を取り巻く環境は人口減少などによる収益の減少、技術者不

足、施設の老朽化など問題が山積しており、将来にわたる持続可能な水道事業運営のた

めに、周辺事業体等との更なる連携強化を図ります。 

周辺事業体等との連携強化を図ることにより、災害時における迅速な対応、人材育成

が図られるほか、近隣事業体の不安定水源の廃止、施設の共同化による水道水の安全・

安定供給並びにコスト縮減、業務の共同運営による効率化・平準化など経営基盤の強化

が期待できます。 

  ・周辺事業体との連携強化により、地域の運営基盤強化を図ります 

  ・圏域近隣の水源・浄水場も考慮した再構築を検討していきます 

 

 

 

第 1 回青森県三八地区水道事業広域連携推進任意協議会(令和 4 年 5 月 18 日 八戸グランドホテル) 

  

    

主要な事業 
第 2 回 

見直し計画 

第 1 回 

見直し計画 
増減 

周辺事業体との新たな広域化の検討・実施 0 0 0 

 計 0 0  0 

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

広域連携について協議を行います 

(令和 4 年度～) 

八戸圏域水道企業団 

 三戸町 

 五戸町 

 田子町 

 新郷村 

表 4.21 新たな広域化の検討に係る事業項目 

 

 

 

（単位：百万円） 

4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 
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4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 

～実施スケジュール～ 

 

表 4.22 「連携」に係る実施スケジュール

 

上段　　第1回見直し計画

事業数　20(追加　0、中止　0) 下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10
2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

311

289

4

4

5

3

0

0

244

216

5

5

26

25

27

36

3

18

0

5

3

13

0

0

0

0

0

0

79

83

0

0

79

83

0

0

お客様ニーズへの対応

事業費
(百万円)

広報活動・見える化の充実

・水道協力員制度の活用

・住民意識調査の定期的な実施

・宅地内鉛製給水管の解消

・広報紙「おらほの水」の定期発行

【連携】
事業名称

・クレジットカード支払いの検討

・インターネット受付の検討

・同一支払者への一括請求システムの導入

・精算時における全件閉栓実施の検討

・各種料金サービスの検証及び新たなサービス検討

官民連携に向けた検討

・指定給水装置工事事業者の技術力向上

・スマートメーター導入に向けての調査・研究

・多様な手法による官民（官）連携の検討・実施

・ホームページによる情報発信

・水道週間行事など各種イベントの実施

第４次総合計画

・水道ビジョンの作成・公表

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

 
～実施スケジュール～ 

4.3.4 連携 「多様化するニーズに対するサービス向上と様々な連携」 
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上段　　第1回見直し計画

下段　　第2回見直し計画

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10
2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

0

3

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

393

393

組織強化・人材育成

・事務効率の向上を目指した組織の再構築

・技術職員の確保と育成

・周辺事業体との新たな広域化の検討・実施

計

・適正な定員管理

・人材の育成

新たな広域化の検討

【連携】
事業名称

事業費
(百万円)

第４次総合計画

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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4.3.5 主な事業の実施方針 

主な事業の第 5 次総合計画（予定）までの実施方針について、以下の表に示します。  

施設の耐震化や老朽施設・老朽管の更新事業は、財政への負担を軽減するため、計画

期間全体での事業の平準化を図りながら進めます。 

 

表 4.23 主な事業の実施方針

 

  

第2回 第１回

第10次 第11次 第12次

財政計画 財政計画 財政計画 R1～R10 R1～R10

R1～R4 R5～R7 R8～R10 R11～ （百万円） （百万円） （百万円）

(1)水源の保全 ダム湖の水質保全

水源の保全対策

(2)水質監視の強化 水質監視体制の維持

水質検査機器の更新

(3)災害への備え 非常用備蓄水の製造

災害用資機材の適正管理

マニュアル、BCPの見直し

863 1,033 △ 170

(1)施設の耐震化 施設・管路の耐震化 4,309 3,977 332

(2)水供給の多系統化 配水ブロック機能の強化 ■ 13 13 0

4,322 3,990 332

(1)老朽施設の更新 老朽施設・設備の更新

老朽管の更新

(2)施設の最適化 浄水施設の整備 ■ ■ ■

配水池の更新 ■ ■ ■ ■

(3)経営基盤の強化 適正な料金水準の検討 ■ ■ ■

　 ・経営の効率化 様々なシステム構築 ■ ■ ■ ■

(4)施設の保全 施設・設備の維持

管路の漏水調査

(5)小規模水道・未普及地域
    等への取り組み

多様な手法による水供給の検討 ■ ■ ■ ■ 0 0 0

(6)省エネルギーへの取り組み 省エネ機器の導入

リサイクル率の向上

36,881 38,730 △ 1,849

(1)広報活動・見える化の充実 広報紙等の充実 289 311 △ 22

(2)お客様ニーズへの対応 クレジットカード払いの検討 ■

インターネット受付の検討 ■

(3)官民連携に向けた検討 多様な委託方式の可能性検討 83 79 4

(4)組織強化・人材育成 組織の再構築と人材確保

職員研修の充実

(5)新たな広域化の検討 新たな広域化の検討 0 0 0

393 393 0

事業費　合計 42,459 44,146 △ 1,687

18

3

増減

△ 156

△ 13

△ 1

15

3

△ 1,521

△ 21

△ 555

258

△ 10

1,354

1,802

309

45

28,609

4,807

見直し計画
事業費

348

470

見直し計画
事業費

0

4,828

1,909

1,544

319

3

504

483

46

30,130

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

連携

継続実施

（以後;継続実施）

［持続　計］

第4次総合計画

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

第5次
総合計画

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

持続

［連携　計］

予定事業実現方策視点

継続実施
強靱

［安全　計］

［強靱　計］

時　　期

継続実施

安全

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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4.4 財政収支の見通し 

4.4.1 財政収支計画に用いる事業費 

財政収支に用いる事業費は、第 1回見直し計画は 442億円でしたが、第 2回見直し計

画では 425億円です。  

表 4.24 第 1回見直し事業費と第 2回見直し事業費（R1～R10）

 

  

  

(1)水源の安全 348 504 △ 156

(2)水質監視の強化 470 483 △ 13

(3)災害への備え 45 46 △ 1

〔安全　計〕 863 1,033 △ 170

(1)施設の耐震化 4,309 3,977 332

(2)水供給の多系統化 13 13 0

〔強靭　計〕 4,322 3,990 332

(1)-1老朽施設・設備の更新 9,309 10,167 △ 858

(1)-2老朽管の更新 19,300 19,963 △ 663

(2)施設の最適化 4,807 4,828 △ 21

(3)経営基盤の強化・経営の効率化 1,354 1,909 △ 555

(4)施設の保全 1,802 1,544 258

(5)小規模水道・未普及地域等への取り組み 0 0 0

(6)省エネルギーへの取り組み 309 319 △ 10

〔持続　計〕 36,881 38,730 △ 1,849

(1)広報活動・見える化の充実 289 311 △ 22

(2)お客様ニーズへの対応 18 3 15

(3)官民連携に向けた検討 83 79 4

(4)組織強化・人材育成 3 0 3

(5)新たな広域化の検討 0 0 0

〔連携　計〕 393 393 0

42,459 44,146 △ 1,687事業費　合計

費用増減

連携

第1回見直し計画
実現方策視点

安全

強靭

持続

事業費(百万円)

第2回見直し計画

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 

図 4.10 第 1回見直し事業費と第 2回見直し事業費（R1～R10） 
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見直し計画の最初の試算では 437億円を見込んでいましたが、業務指標などを比較検

討し、また、各施設の重要度・影響度などから優先順位を設定し、収支の均衡と事業の

平準化を図った結果、最終的な事業費は 425億円となりました。 

  

4.4.2 財政収支計画の目標設定 

財政収支計画を策定するにあたり、以下に示す目標条件を設定しました。 

・財政収支計画の目標条件 

1) 純利益:赤字が発生しないこと。 

2) 企業債:企業債残高が減少すること。 

 
 
1) 純利益 
令和 10年度(2028 年度)までは料金改定を行うことなく純利益を確保することを目

標としました。 

 
2) 企業債 
元金償還金を超えない程度の借入額(建設改良費の 20～30％)に設定し、企業債の残

高を計画期間内で減少させることを目標としました。 

  

第４章 将来像 

～Hachinohe mizu vision2019～ 
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4.4.3 財政収支計画の設定条件 

財政収支計画の科目別設定は、次の通りです。 

表 4.25 財政収支計画の設定条件

 

 

  

設　　定　　条　　件

収益的収入 給水収益 有収水量×供給単価（実績の減少傾向を反映）

構成団体負担金
平成元年度の国庫補助対象となった広域化施設の建設改良費の7/30に相当する企業
債に係る利息（令和元年度で終了）
統合簡易水道事業債（既往）に係る償還元金利息繰入金、児童手当負担金（一定）

長期前受金戻入 既往分+新規分（長期前受金×減価償却費/取得資産）

その他の収入 令和7年度予算ベース

収益的支出 人件費
令和7年度予算ベース（職員個別の昇給・昇進、ベースアップを考慮、
定数内職員：140名程度、会計年度任用職員：6名程度）

修繕費
維持管理に係る費用は令和7年度予算ベース
（事業計画による工事費に物価上昇を考慮）

委託料
維持管理に係る費用は令和7年度予算ベース
（事業計画による委託料に物価上昇を考慮）

動力費
電気料金値上げ分を考慮して増加
（使用量は給水量に比例して減少）

薬品費
物価上昇を考慮して増加
（使用量は給水量に比例して減少）

資産減耗費 固定資産除却費5千万円一定（令和10年度は3千万円：建設改良費減による減）

減価償却費 既往分+新規分

支払利息
企業債に係る既往分+新規分（元金均等、年利2.5～3.5％、30年償還）、
リース債務利息に係る既往分+新規分、一時借入金利息は一定

その他の経費 令和7年度予算ベース、事業計画による一般経費

資本的収入 企業債 建設事業費（変更後）の20～30％程度

工事負担金 区画整理事業、道路改良工事、消火栓設置工事に伴う負担金

国庫補助金
老朽管更新事業（令和5年度まで）、水道管路緊急改善事業（令和5年度まで）、
重要給水施設配水管（令和8年度から）

構成団体負担金
平成元年度の国庫補助対象となった広域化施設の建設改良費の7/30に相当する企業
債に係る元金（令和元年度で終了）

水道加入金 実績の減少傾向を反映

固定資産売却代金 計上なし

その他資本的収入 計上なし

資本的支出 建設改良費
事務費は令和7年度予算ベース（人件費は人数16名一定）、事業計画による事業費
（事業計画による工事費に物価上昇を考慮）

企業債償還金 既往分+新規分（元金均等、据置なし、30年償還）

その他資本的支出 計上なし

科目名
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4.4.4 財政収支計画 

第 2回見直し計画の財政収支計画は、次の通りです。計画期間（R1～R10）におい

て、設定した目標条件を達成する見込みです。 

 さらに、投資試算と財源試算の整合を図り、収支バランスの調整を行った結果、料

金改定を行うことなく事業の実施が可能となる見通しとなりました。 

 

 
 

※令和元年度～令和 6 年度は実績 

令和 7 年度は当初予算 

令和 8 年度～令和 10 年度は第 2 回見直し計画 
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図 4.11 財政収支計画(R1～R10) 
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